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みんなとともに育む 

うるおいとやすらぎを感じる緑豊かな 

ウェルネス都市加古川 
 



緑とは 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健康・ 

レクリエーション 

景観形成 

環境保全 

防災 

緑の基本計画 
 

緑に関する長期的な総合計画であり、加古川市

の将来のあるべき緑の姿や目標を設定し、それを

実現するため、緑の保全、創出や育成等に関する

施策方針を示しています。 

 

 ■計画の目標年次等 

目標年次 平成 42 年 

将来人口 25.3 万人 

 

 

健康・レクリエーションとしての緑の機能や効果・効用 
 

市内にある大小多様な公園や加古川河川敷緑地等は、子どもの遊び場、親

子のふれあいや人々の交流の場、テニスやサッカーをはじめとするスポーツ

等の余暇活動、健康の維持・増進の場として欠かせないものです。 

また、山や森林等自然に囲まれた環境に身を置き、丘陵、緑地や公園等の

樹木や花壇の草花等の緑を見て、感じることは、私たちに安らぎや安心感を

与えてくれる効果があります。 

防災としての緑の機能や効果・効用 
 

台風等による集中豪雨、局地的豪雨が増

える中、丘陵に生える樹林地や農地等の緑

は、雨水を一時的に蓄え河川等への急激な

流入を防ぐほか、斜面地の土砂災害の防止

等に寄与しています。 

また、学校や公園等の空地は災害時の避

難場所として、街路樹や河川は火災発生時

の延焼の遅延や防止に効果があります。 

環境保全としての緑の機能や効果・効用 
 

樹林地や街路樹等の緑は、近年問題となっている

地球温暖化の抑制や気温の緩和、大気の清浄化等、

私たちが生きる上で必要不可欠なものを与えてく

れます。また、山林や里山、河川、ため池に残る自

然は、生物の生態系を保全する役割を果たしていま

す。 

なぜ、緑の基本計画を策定するの？ 
健康・レクリエーションや環境保全など緑の優れた機能を踏まえ、市民や事

業者とともに緑に関するまちづくりを総合的に進め、都市の魅力向上や自然環

境の保全等を図るため、緑の基本計画が必要です。 

景観形成としての緑の機能や効果・効用 
 

 田畑や丘陵地の緑は、美しい田園景観を創り出し

ています。 

 また、都市部においても、加古川の広大な空間や

神社やお寺の緑、道路沿いの街路樹、住宅地の生垣

の植栽や花壇等は、人々にうるおいや安らぎを与え

る効果があります。 

１ ２ 

運動・遊びの場 休養・休息の場 様々な余暇活動の場 

生物の生息環境 緑陰の提供、大汚染の改善 気温の緩和 

延焼の遅延や防止 災害時の避難場所 流出量の調整、洪水の予防 

田園景観の形成 自然景観の形成 都市に潤いを与える 

緑の機能 



緑の現況 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

緑被区分 
市街化区域 

（ha） 

緑被面積合計に対す

る緑被割合（%） 

市街化調整区域

（ha） 

緑被面積合計に対

する緑被割合（%） 

樹木・樹林地 51.5 6.7 3,714.9 47.7 

草 地 302.2 39.3 1,876.5 24.0 

農 地 414.5 54.0 2,211.3 28.3 

合 計 768.2 100.0 7,802.7 100.0 

緑 被 率 19.1% ― 79.3% ― 

緑の現況 
 

加古川をはじめ、平荘湖、権現

湖やため池群など豊かな水辺があ

ります。また、北部には丘陵、田

園風景が広がっています。 

南部は、主に住宅地を中心とし

た市街地が形成されるなか、田畑

や社寺等の貴重な緑が良好な都市

環境の形成に寄与しています。 

加古川をはじめ平荘湖や権現湖などの大きな湖、

多くのため池とともに、五ケ井などの用水路が発達

しており、豊かな水辺空間を創り出しています。 

北部には、樹林地、農地など多くの緑が

残っており、緑豊かな田園地域を形成して

います。 

市街地には、比較的に多くの農地が残ってお

り、駅から離れたところでは、まとまりのある

農地もみられます。 

緑被が多いと良いの？ 
緑は、日射を遮り熱環境を改善するなどの効果に加え、緑を見る

ことは、人にとってうるおい感や安らぎ感の向上など、快適性を高

める心理的な効果があるといわれています。 
 

加古川市の緑の傾向は？ 
市街化調整区域は樹林地、農地など、約８割が緑で覆われており、

豊かな緑環境が形成されています。市街化区域は、宅地化されずに

残っている農地の緑が、都市部の緑の確保に寄与しています。 

 日岡山、平荘湖周辺や神野台など市街地を囲む緩

やかな丘が緑地として、市街地のバックグランドと

なる緑を形成しています。 

5.8%

14.3%

37.6%
18.1%

17.0%

2.9%
4.2% 多い

やや多い

ふつう

やや少ない

少ない

何とも思わない

わからない

N=1,198

浜の宮公園・神社の松林等は、市街地の特徴あ

る緑となっています。また、神社やお寺、公園な

ども市街地の貴重な緑となっています。 

４ ３ 

緑被とは 
緑被とは、樹木・樹林地（山林等の樹木・

樹林地）、草地（宅地内緑地、街路樹、河川

敷、ゴルフ場等）、農地（田、畑、採草地）

で覆われた緑のことをいいます。 
 

緑被の状況 

■緑被状況一覧表  



「拠点となる緑・水辺」は、余暇活動や自然レクリエ

ーションの拠点として、市民の交流の場となる、本市

を代表する大切な緑・水辺の拠点とします。 

緑の基本理念・将来像・基本方針 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑の基本理念 
 

古くから受け継がれてきた加古川市の豊かな緑を

今、生きている私たちが、豊かで快適な生活を享受

し、そして、将来の世代に継承していくため、市民、

事業者、また、学校や行政等社会を構築する全ての

ものが主体となり、みんなで協力しながら、私たち

に多くの恵みを与え、暮らしを支えてくれる緑を守

り、創り、育てることで、ゆとりやうるおい、そし

て、やすらぎや安心を感じて暮らすことができる、

緑豊かなまちづくりを進めます。 

 

緑の基本方針 
 

緑豊かで魅力的な加古川市を目指すためには、市

民、事業者、行政が、緑を愛し、その役割を理解し

たうえで、緑のまちづくりを進めることの大切さを

共有するとともに、様々な仕組みづくりなどを進め、

緑を将来にわたって継続的なものにしていくことが

大切となります。 

このことから、本計画では以下の３つの基本方針

を定めます。 
 

１．緑を守ります 

２．緑を創ります 

３．緑を育てます 
 

「緑の軸」は、丘陵地や里山、緑地など、本市の骨格と

なる大切に守るべき樹林地等とします。 

「水辺の軸」は、シンボルである加古川や主な河川、

ため池群など、本市の骨格となる貴重な水辺空間とし

ます。 

北部は、里山、農地など緑の豊かな田園集落と

森林や湖等の緑豊かな自然環境があるまちの形成

を目指します。 

 南部および中央部は、公共施設の緑化を推進すると

ともに住民との協働によって緑を育み、緑豊かで魅力

的なまちを目指します。 

臨海部は、良好な都市景観と海を感じられる親水

空間があるまちを目指します。 

５ ６ 

緑の将来像 
みんなとともに育む 

うるおいとやすらぎを感じる緑豊かなウェルネス都市加古川 

基本理念・将来像 
緑の基本理念とは、緑のまちづくりを進めていく上で、基本的な

考え方を表したもので、社会を構成する全てのものが主体となり、

緑のまちづくりを進めていくこととしています。 

 緑の将来像とは、計画に基づく施策・事業を実施することによっ

て実現する、将来のビジョンを示したもので、農村、丘陵地域で構

成する北部、市街地で構成する南部・中央部、工業地域で構成する

臨海部に分類し、緑のまちづくりの 

将来ビジョンを示しています。 



緑の施策体系 
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骨格や拠点となる

緑を守ります 

郷土の特徴ある緑

を守ります 

緑
を
創
り
ま
す 

緑
を
育
て
ま
す 

暮らしの中の身近

な緑を守ります 

骨格や拠点となる

緑を創ります 

地域に愛される身

近な緑を創ります 

緑の普及・啓発を行

います 

基本 

方針 施策方針 将来像 

シンボル加古川を守ります 

河川や湖など水辺空間の緑を守ります 

歴史文化の緑を守ります 

 

市街地の中に残る優れた緑を守ります 

田園集落の農地等の緑を守ります 

都市公園など骨格となる緑を創ります 

本市の核となる緑を創ります 

良好な沿道や歩行者空間を創ります 

 

身近で良好な都市空間を創ります 

地域の豊かな緑を創ります 

良好な居住環境を創ります 

工場等との緩衝空間を創ります 

 

緑の人材育成を図ります 

市民参画による緑化活動を進めます 

緑に関する支援制度を充実させます 

 

 

市民への広報等を行います 

記念樹や花苗等を配布します 

魅力ある緑のイベントを開催します 

関係機関との連携を深めます 

 

 

 

 

緑の効果・効用 

７ ８ 



緑のまちづくり推進のための施策（緑を守る） 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑を守ります 
 

本市の中央部を流れる加古川や権現湖、平荘湖等には、水と緑の広大な空間が、また、法華山谷川、曇川、

新井等の河川・疎水、寺田池をはじめとするため池等、自然豊かな水辺空間があります。また、播磨中部丘陵

県立自然公園、北部地域に広がる森林や印南野台地の斜面緑地、田園地域の里山や優良な農地、そして、地域

の神社やお寺の樹木等、貴重な緑の空間があります。 

これらの本市の骨格や拠点となる緑、郷土の特徴となる緑、暮らしの中の身近な緑を将来に渡り守っていき

ます。 

骨格や拠点となる緑を守ります シンボル加古川や自然豊かな水辺空間、樹林地等の緑を守ります 
 

●清流「加古川」がもたらす多様で豊かな自然環境を

守るため、本市のシンボルである加古川を、水と緑

の都市空間として保全・活用します。 

●本市の骨格や拠点となる重要な丘陵、斜面緑地につ

いては、保全重要度や法的担保性等を勘案した緑の

保全の優先度に応じ、法や条例による保全施策につ

いて検討します。 

目標水準 
 現況と同じ緑被率を確保することを目指します。また、法等で保全さ

れている地域を約２００ha 増やします。 

 

緑 被 率 
現況 

（平成 26 年度） 

目標年次 

（平成 42 年度） 

緑 被 率 ６１．９％ ６２％ 

緑 被 率 

（市街化区域） 
１９．１％ ２０％ 

 

地域制緑地 
現況 

（平成 26 年度） 

目標年次 

（平成 42 年度） 

法や条例による緑地 2,502.47 ha   2,700 ha 

 

なぜ、緑を守ることは大切なの？ 
樹林地や水辺空間などの自然環境は、野生生物の生息環境である

とともに、水源の涵養や土砂災害の防止、CO2 の吸収など地球温

暖化防止などに寄与します。なにより、自然の緑により、私たちが

うるおいややすらぎある暮らしを享受することができます。 
 

市街化区域の農地は、全て宅地化するの？ 
 市街化区域の土地は、優先的・計画的な市街化を図るため、原則、

農地も都市的な利用を促進することとなります。しかし、市街地に

残された農地は、都市部の貴重な緑であることから、市民農園の活

用や生産緑地制度※などの導入の検討を進めることが大切です。 
 

※生産緑地制度：生産緑地制度とは、良好な都市環境を確保するた

め、都市部に残存する農地の計画的な保全を図る

ことを目的としたもので、生産緑地地区として指

定し、開発等の行為を制限する制度です。 

郷土の特徴ある緑を守ります 神社やお寺、愛着のある空間の緑を守ります 
 

●八幡神社や大歳神社などの社寺は、地域郷土の特徴

を彩る緑であり、関係者の意向を踏まえ、これらの

樹林・樹木等の保全を進めます。また、高齢者の健

康増進や地域交流の場としての活用を促します。 

●市民に親しまれる豊かな森林づくりを進めるため、

森林の適正な保育を促します。 

暮らしの中の身近な緑を守ります 市街地の優れた緑や田園集落の農地等の緑を守ります 
 

●市街化区域の農地については、貴重な緑資源である

ことを認識し、農地と居住環境の調和による良好な

市街地の形成を図ります。 

●本市北部の農地、里山、集落等の田園環境を守るた

め、田園まちづくり計画の策定を促し、その実現を

促進します。 

９ １０ 

加古川河口              高御位山からの眺望 

教信寺                寺田池・明神の森 

里山                 農用地区域 



11.1%

14.8%

7.0%

14.5%

9.0%

5.2%

8.9%

2.8%

7.5%

8.7%

3.0%

6.3%

1.0%

0.3%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%

住宅地の緑

身近な広場（住宅街の公園やポケットパークなど）の緑

大きな公園（野球場や競技場など）の緑

街路樹などの道路の緑

学校や公共施設の緑

市街化区域に残る田んぼや畑の緑

河川やため池などの水辺の緑

丘陵地の緑

農地や里山などの田園風景の緑

神社、お寺、史跡の緑

工場や事業所の緑

野菜や花などそだてる場所の緑

特にない

その他

N=3,188

緑のまちづくり推進のための施策（緑を創る） 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑を創ります 
 

本市では、玄関口である加古川駅前広場、尾上小野線をはじめとした都市基盤の骨格となる幹線道路等の

整備に合わせ、街路樹等の植栽や歩行者、自転車の利用空間の整備を進めるとともに、レクリエーション等

憩いの場として公園を整備してきました。また、新たな住宅や工場の建設に合わせて市民、事業者による緑

化も進めてきました。 

これからも、道路や土地区画整理事業等の都市基盤整備に合わせ、安全で快適な歩行者空間づくりを進め、

緑と歩行者のネットワークの形成を図るとともに、空き地等の既存ストックを活用する等、骨格や拠点とな

る緑、地域に愛される身近な緑を計画的に整備し、その適正な管理に努めます。 

目標水準 
 都市公園、緑のオープンスペースなどの施設緑地面積は、380ha、15

㎡／人を目指します。 

（平成 25年度） （平成 42年度） （将来） 

 

合計：12.06㎡／人  合計：15.0 ㎡／人 
 

＜凡例＞     都市公園 

         緑のオープンスペース 

 

 

4.96㎡／人 

 
  7.10 ㎡／人 

 

8.0 ㎡／人 10.0 ㎡／人 

7.0 ㎡／人 

なぜ、緑を創ることは大切なの？ 
公園や緑のオープンスペースなど快適でうるおいある都市空間

は、魅力ある都市には欠かせない要素であり、市民の余暇活動、遊

びを通じた子供の発達、高齢者の健康増進の有益な場となります。 

骨格や拠点となる緑を創ります 本市の核となる緑や都市公園、良好な歩行者空間を創ります 
 

●都心、副都心においては、土地区画整理事業、道路

整備事業などによる緑の創出や民有地の敷際緑化等

を進め、本市の顔となる賑わいと風格のある景観形

成を図ります。 

●未整備の都市計画公園の見直しを進めるとともに、

緊急性、重要性などを勘案し、新たな公園の整備を

進めつつ、本市の特性や市民ニーズ等に応じ、既存

公園の再整備に努めます。 

地域に愛される身近な緑を創ります 良好な居住環境や地域の豊かな緑、工場等との緩衝空間を創ります 
 

●地域住民との協働により、地域の特性に応じたまち

づくり計画の策定を促し、良好な居住環境の実現を

目指します。 

●民間未利用地や遊休農地を地域資源として捉え、遊

休農地を地域の市民農園、空き地をポケットパーク

として利用するなど、都市空間の確保に努めます。 

   ～未利用地等を活用した都市空間の創出～ 
 

●公園整備が遅れ、都市空間に緑が不足している地域においては、市民や

事業者の協力を得ながら、空き地など未利用地の活用により、緑のオー

プンスペースの確保に努めます。 

 

●農地が持つ防災、健康レクリエーションや景観形成などの優れた機能に

着目し、都市部の農地を市民農園として活用します。 

１２ １１ 

医療や介護などへの財政負担の高まりによって、新たな公園整備は厳

しい状況となっています。市民意識調査において、身近な広場の緑を創

りたいというニーズは高く、社会情勢に応じた公園の再整備や未利用地

等を活用した緑のオープンスペースを創っていくことが求められます。 

 （市民意識調査「創っていきたい緑」） 

 

住宅地（地区計画）         ポケットパーク 

JR 加古川駅            鶴林寺（景観形成地区） 

市民農園 

  
  

TOPIC 



緑のまちづくり推進のための施策（緑を育てる） 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

30.7%

15.4%

10.0%

11.0%

6.4%

3.2%

7.4%

1.5%

8.6%

5.5%

0.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

自分の敷地内に花や木を植える

地域の人と協力して地域の緑をふやす

公園やポケットパークなどの花壇の手入れに参加する

街路樹の手入れや落ち葉の清掃などに参加する

河川やため池などの水辺の草刈りや清掃などに参加する

下草刈りなど里山の保全活動に参加する

植樹活動に参加する

有効活用されていない土地等を提供する

緑をふやすために募金する

特にない

その他

N=2,432

市民、事業者、行政の協働により育てます 人材を育成するなど市民参画による緑化活動を進めます 
 

●緑に関する知識や技術を習得した地域のリーダーと

なる人材を育成するため、花と緑のまちづくりリー

ダー養成講座を実施します。 

●地域に愛される緑を増やすため、公園の愛護活動や

街路樹の保護・育成等の活動の場を提供するととも

に、市民ボランティアや団体の育成を図ります。 

緑を育てます 
 

緑を守り、創り、受け継いでいくためには、市民、事業者等が、緑に関心を持ち、緑がもつ機能を正しく理

解した上で、各主体がそれぞれの役割を認識し、緑を育てる活動につなげることが大切です。 

そのため、緑に関する情報の発信や、緑に関するイベント・講習会、生涯学習や学校教育との連携を通じ、

緑に関する人材・団体等の育成や緑の普及・啓発を進めます。また、緑に関する施策・事業を総合的に進める

とともに、市民参画によるまちづくりを通じ、市民、事業者、行政の協働により、緑を育てます。 

 

目標水準 
 緑が多いと感じる市民の割合を 25％とし、花と緑のまちづくりリーダ

ー養成講座の修了者数の累計を 1,000 人とすることを目指します。 

 

市民意識調査による 

緑の印象 

現況 

（平成 25 年度） 

目標年次 

（平成 42 年度） 

緑が多いと感じる割合 ２０．１ ％ ２５％ 

 

花と緑のまちづくり 

リーダー 

現況 

（平成 14～25 年度） 

目標年次 

（平成 14～42 年度） 

花と緑のまちづくりリー

ダー養成講座修了者数 
３７１人 １，０００人 

 

なぜ、緑を育てることは大切なの？ 
緑は、樹木の成長に応じた植栽管理など継続的に長い時間をかけ

て育てていく必要があります。また、多くの人の知恵や工夫によっ

て育てることで、地域での愛着が湧き、地域の絆やコミュニティも

深まり、魅力的な緑豊かなまちづくりの実現にもつながります。そ

のため、力を合わせて緑を育てていくことは大切なのです。 

緑の普及・啓発を行います 市民への広報や花苗等の配布、緑のイベントの開催等を行います 
 

●花や緑に関し、市民への幅広い普及を図り、緑に関

するまちづくりを促進するため、緑に関する情報の

発信とともに、花の見どころや見ごろ、市民参画に

よる緑化活動等の情報を市ホームページや Faceｂ

ook 等ＩＣＴ技術を活用し、情報発信に努めます。 

●ツーデーマーチや地域のウォーキングイベントなど

緑に触れ合う機会と連携し、緑と歩行者ネットワー

クの情報発信に努めます。 

緑に関する施策・事業を総合的に進めます  
 

●緑に関する施策マネジメントを適切に運用します 

 計画の推進にあたっては、PLAN（緑の将来像・施策方針）、DO（施策展開・

事業実施）、CHECK（進捗度把握・成果確認）、ACTION（方針見直し・計

画改定）のマネジメントサイクルに基づく進行管理を実施します。 

●関係機関との連携を深めます 

 国や県、NPO 団体、ボランティア等との連携を図り、緑の施策を総合的に

推進します。 

１３ １４ 

 

緑化ポスター           ツーデーマーチ 

NPO 法人の活動          地域の植樹祭 

地域で協力して緑を増やす、公園や街路樹など公共施設の手入れに

参加するなどの市民参画活動への参加意識が高いことから、市民と

の情報共有や体系的な支援策の構築が大切になります。 

（市民意識調査「あなたにできること」） 

 

 

Action 

見直し 

 

Plan 

計画 

 

Do 

実行 
 

Check 

評価 

市民ニーズに応じた施策の実

施による緑の将来像の実現 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加古川市緑の基本計画の改定経緯 
 

平成２５年 

１２月 加古川市緑の基本計画策定員会の設置 

加古川市緑の基本計画の改定に関する基本的な考え方の策定 

平成２６年 

 １月 加古川市都市計画審議会（事前説明） 

2 月 緑の基本計画に関する市民意識調査 

８月 加古川市緑の基本計画（素案）の策定 

加古川市都市計画審議会（事前説明） 

    ９月 市民意見の公募（パブリックコメント） 

   １０月 市民団体、関係機関等との意見交換 

専門家への意見聴取 

１１月 加古川市緑の基本計画（原案）の策定 

加古川市都市計画審議会（諮問） 

平成２７年 

 １月 加古川市緑の基本計画の改定 

加古川市緑の基本計画（概要版） 
 

加古川市 都市計画部 都市計画課 〒675-8501 加古川市加古川町北在家 2000 

TEL：(079) 421-2000／FAX：(079) 422-8192 


